





























山本孝造 『びんの話』は洋酒 ・清酒 ・醤















その ラムネ瓶 の中の ビー玉で 「玉転が
し」をして遊ぶために,イ ギ リスでは瓶の
回収率が悪かったそうだが,ラ ムネ瓶 の記
憶 を持つ人な らば同感で きるのではないだ
ろうか。またその ビー玉は 日本独 自の名称
でA玉 に対 しての名称であるとか,玩 具 と
しての発祥は大阪松屋町筋であるとか,意
外 なエ ピソー ドも多数紹介 されているので,
楽 しみなが ら読 むことがで きよう。
また,清 酒の一升瓶が普及 したのは,店
頭で量 り売 りを していた酒屋の中には,安
酒や水 を混ぜ て売るものがいたか らだ とか,
瓶 を通 して当時の庶民の生活や文化 を伺い
知 ることが出来,興 味ある一つの生活文化
史ともなっている。
瓶 とい うテーマであるため,明 治以降の
近代についての話が中心 となっているが,
ただ筆者は過去 の瓶の姿 を懐か しんでいる
だけではない。戦後か ら現在の技術 につい
て も多 く触れ,ま た 「栓 をあけて中身が飲
みほされるまでは,と ても可愛がって もら
える。 しかしカラになった とたん,そ の多

















































能 も含め,フ ァニチャー型 ・ス トリージ
型 ・バレード型 ・コンテナー型に分類する。
ただ著者も述べているように,箱の機能を
改善 しようとすれば箱であることを否定せ
ざるを得ない一面があるが,櫃 ・長持と
いった箱類が箪笥の出現によって消えてい
く,言わば容器の生態学といった側面にも
う少 し触れて欲しい気持ちが残る。
数多い事例の詳細な研究を含んだ300頁
を越す大冊を簡単に紹介するのは困難であ
りこれ以上述べないが,従来目を向けられ
ることの少なかったモノについての本格的
な研究が行われるようになってきたことは,
デザインの理論的研究の前途の広さを示す
ものであろう。
なおついでに,こうしたモノの歴史に関
する本で,最近たまたま私の目に触れたも
のに山口昌伴 『台所空間学』(建築知識社,
1987年)や小泉和子 『道具が語る生活史』
(1989年,朝日新聞社)等があったことを
付け加えて置こう。
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